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葉

報

鰹

酒

畢

部

。
山
口
高
等
向
業
革
校
数
授
徳
永
清
行
氏
は
七
月
二
十
五
日
付
を
以
て
本

事
助
一
致
授
に
任
ぜ
ら
る
。

極

酒

畢

曾

O
帽
臨
調
同
畢
禽
五
月
例
曾
五
月
二
日
(
火
)
午
後
七
時
よ
り
、
新
入
生
駄
迎

実
を
矯
ね
、
祭
文
曲
ョ
抽
出
に
於
て
附
暗
r

石
川
部
長
山
民
拶
の
後
、
別
室
に

於
て
次
的
餅
究
報
告
が
行
は
れ
止
。

て

岡

市

常

晴

賞

金

法

案

小

島

敬

授

図
債
消
化
の
一
方
策
と
し
て
園
事
資
金
法
を
提
唱
さ
れ
、
そ
れ
に
就
い
て

詳
細
な
る
詑
明
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
紹
祷
論
議
第
四
八
径
一
競
を
参
照

さ
れ
た
し
。

出
席
者
1
石
川
・
小
島
・
高
田
・
谷
口
・
入
木
・
緒
川
・
中
川
・
大
塚

柴
田
・
堀
江
・
中
谷
・
白
杉
の
諸
先
生
、
青
山
・
同
杉
・
菊
田
・
武
田

宮
本
・
岡
本
・
馬
場
・
鈴
木
・
堀
江
(
英
)
・
山
崎
・
津
村
の
諸
氏

。
纏
清
白
軍
曾
穴
月
例
曾
六
月
三
十
日
(
金
)
午
後
六
時
よ
り
梨
玄
命
日
館
に

於
て
開
催
、
次
白
ニ
ヴ
の
報
告
が
行
は
れ
た
。

一
、
北
京
民
衆
の
家
計

て
企
業
聯
繋
と
し
て
の
再
保
険

菊

閏

太

郎

氏

佐

渡

助

教

授

業

報

菊
田
氏
は
主
と
し
て
の
E

ヨ
コ
同
に
依
目
つ
t
A

、
北
京
市
民
の
生
活
を
紹
介
さ
れ
た
。
経
済
論
議
第

四
九
巻
二
競
所
載
同
氏
論
文
参
照
。

佐
波
助
教
授
は
経
済
史
的
資
展
の
う
ち
に
再
保
険
の
特
殊
性
を
窺
は
ん
と

し
、
企
業
聯
繋
の
中
に
再
保
険
の
特
質
を
求
め
ら
れ
た
。
詳
細
は
経
済
論

叢
第
四
九
巻
一
務
所
載
論
文
参
照
、
盛
ん
な
る
質
疑
臨
応
答
あ

p
、
午
後
十

時
午
閉
舎
。
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容
刀
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菊
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宮
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前
回
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青
盛
・
岡
本
・
鈴
木
・
堀
江
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村
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辻
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諸
民
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静
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